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司会者 ・報告者　吉川　　寛 （中京大学）

講演者　本名　信行 （元青山学院大学）

多文化共生時代の 英語教育

吉川 寛

中京大学

　 6月 6 日に 中京大学で 開催 された 2010年度第 27回 JACET 中部支部大会 にお い て 、 青

山学院大学名誉教授本名信行氏 に よる 「多文化共生時代 の 英語教育」 と題 とす る特別講演

が行われ た 。 氏は 、先ず、日本の入 口動態に注 目する 。 今後 日本の 人口 は減少 し続 け、そ

れ を補完すべ く移 民の 増加は必 至 とな る。そ の 結果、近 い 将来には 日本は多民族、多文化

社会にな ら ざる を得な い とい うの が 氏の 考えで ある。そ の 時の 日本社会は、同化主義で は

な く文化相対主義を基盤 とす る多文化共生社会で なけれ ば な らな い こ と、また、そ の よ う

な社会背景で の 英語教育は ど の よ うなもの で ある べ きか を氏 は熱 く語 っ た 。

　英語が世 界に拡散 （diffusion）し 「国際語」と まで 言わ れ る よ うに なっ たが 、 そ れ は同

時 に英語 の 変容 （adaptation ）、多様化 （diversification）が起 こ っ た こ と を意味す る 。 英

語の 「国際化」 は単に英米英語の 流布拡大 で はな く、様 々 な英語変種 を生み 出 した 。 そ の

よ うな英語 の 多様化が なけれ ば こ れ ほ ど英語は 普及 しなか っ た と氏は分析する 。 そ もそ

も、 どの 言語 も発 展 の 可能性 に おい て 無限の 潜在力 （capacity ）を持 つ もの であ り、母語

話者が使用 して い るの はその 言語の もつ 潜在力の
一

部に過ぎず、非母語話者が その言語の

可能性を新 し く開発 しそい く余地 は十分 にある とされ て い る 。 英語 も例外 で は な く、ア フ

リカ英語や マ レ ーシ ア 英語、シ ン ガ ポ
ー

ル 英語 に 見られ る反復表現 （redoublication ）な

どは、英語 の 自己発展の 姿を示す好例で ある と言 われ て い る 。

　多様な英語変種の 出現 は異変種間相互理解不全 を招 く危険性があるため国際共通英語を

特定の 英語変種に 収斂させ る べ きだ、と い う意見 に 対 し氏 は 否定的で あ る 。 「標準英語」

を唯
一

の lingua　francaにす るこ とは多文化化 の 妨 げに なる もの だか らで ある 。 そ もそ も

英語 は 「大衆言語」で あ り 「エ リ
ー

ト言語 」で はな い の だ とい う認識 に基づ き、 英語の 多

様性 を肯定 して 相互 理解不全 に対処する 方法 を考 える べ きだ とい うの が 氏の 主張で あ る。

そ の 方策として 「異文化間 リ テ ラ シ
ー

（intercUltural　literacy）」 と 「言語意識 （！anguage
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awareness ）教 育」 の 必要性が説 かれる 。 また、相違の 自然性 を論ず る社会言語学や メ タ

フ ァ
ーを論ず る 認知言語学の 援用 も考慮す べ きである こ とが 指摘され た 。 教育現場 で の 対

応 と して は、「intercultural　accommodator 」 を英語授業 に導入する こ とを氏 は提案 して い

る 。 intercultural　accommodator と は 「デ ィ ス カ ッ シ ョ ン とケ
ー

ス ス タデ ィ
ー

＋ 解説」 と

い う手順 を用 い て、学生が 個人 や グル
ープで 「英語の 今」に つ い て 議論す るため の 話題提

供 を行 い 、英語 を多文化言語 として 理解 し、そ れ を異文化間 コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン の 道具 と

して活用する ため の 学習支援者を指 して い る 。

　 日本の 英語教育は、英米 申心主 義の 過去 の 英語観 に縛 られ 、 現実の 英語 に対処 で きて い

な い と氏は指摘す る。自文化 に 根ざす英語表現 を組み 込 む こ とに よ っ て 英語 の 世界は 拡大

す る の で あ り、例 えば 「朝飯 前だ」 と い う意味 を表わす 際に、
’
lt’s　a　piece　of　cake ！ と

い う表現で はな く、Ican　do　it　before　breakfast．が 使用で きるなら英語が よ り自由に使え

る よ うに な る は ず だ と い う主張で ある 。

　
一般 に、英語教育が成功すれ ばするほ ど英語の 多様化 が進行する もの で あり、日本で も

英語教育が 成功す ればす るほ ど 日本人英語が作 られ る こ とに なる と氏 は予測す る。日本 の

英語教 育に お い て も英語が 多文化言語 （multicultural 　Ianguage）で ある こ と の 認識 を高

め て ゆ く必要が ある とい う指摘 が なされた。

　 英語 に は internationa！communication の 道具 と して 世 界に飛 び 出 して ゆ く遠心力 と、

intranational　communica 廿on の 道具 として内 に向か う求心力がある 。 こ の 両方の 力を利用

して、多様な英語 を使い こ な して 行 く方策 を考える時期 に来て い る の で は な い か と氏 は 総

括 した 。
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